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現地派遣の長大教授が報告

公衆衛生など対策強調

一
　
　
　
長
　
　
崎

｀
　

４
月
に
起
き
た
ネ
パ
ー
ル
大

　
地
震
の
被
災
地
支
援
の
た
め
、

　
長
崎
大
と
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ

］
　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
岡
山
巾
）
が

　
現
地
に
派
遣
し
た
同
大
熱
帯
医

　
学
研
究
所
の
医
師
、
山
本
太
郎

教
授
（
5
1
）
＝
公
衆
衛
生
学
目
が

帰
国
し
1
2
日
、
長
崎
市
の
同
大

で
会
見
し
た
。
山
本
教
授
は
「
発

生
か
ら
士
道
聞
か
過
ぎ
、
排
せ

つ
物
の
処
理
な
ど
、
今
後
は
公

衆
衛
生
的
な
対
策
が
必
要
」
な

ど
、
復
興
に
向
け
た
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
訴
え
た
。

　
山
本
教
授
は
環
境
と
人
体
と

の
関
わ
り
を
研
究
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
２
度
ネ
パ
ー
ル
を
訪

問
。
震
災
後
に
申
し
出
て
、
発

生
５
日
後
の
４
月
3
0
日
か
ら
石

ｋ｀１

ｊｊｉ

　　尚赳ぷ節…………，

ネ…………………一’

月
５
日
ま
で
現
地
を
訪
れ
た
。

首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
北
東
に

約
１
０
０
♂
の
山
間
部
に
あ
る

カ
リ
チ
ョ
ウ
地
区
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

が
設
置
し
た
仮
設
診
療
所
で
、

処
置
の
優
先
度
を
決
め
る
な
ど

医
師
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
、

被
災
者
に
安
全
な
水
の
飲
み
方

を
教
え
た
り
し
た
。

　
山
本
教
授
に
よ
る
と
、
診
療

所
に
は
建
物
の
倒
壊
な
ど
で
骨

折
や
打
撲
な
ど
を
負
っ
た
患
者

が
、
毎
日
7
0
人
程
度
訪
れ
、
中

パ
ー
ル
で
の
活
動
を
報
告
す
る
長
崎
大
の
山
本
太
郎
教
授

〃

に
は
山
道
を
徒
歩
で
４
、
５
時

聞
か
け
て
や
っ
て
き
た
人
も
い

た
と
い
う
。
山
本
教
授
は
「
山

奥
に
住
み
診
療
所
に
も
来
ら
れ

な
い
人
た
ち
が
い
る
と
聞
い

た
。
ま
だ
被
災
者
が
残
さ
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
語

っ
た
。
　
　
　
（
坂
井
彰
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